
 

 

家庭でも活用する機会が多い「インターネット」

に潜む危険性や、児童生徒の多くが所持している

「携帯電話やスマートフォン」の安全な使い方を、

アニメの教材を見ながら確認しました。 

情報教育担当の先生から、たった一回のクリッ

クが困った事態につながることもあるので、「困っ

たときはすぐに大人に相談すること」と、まとめ

のお話がありました。 

 エネルギー・環境理科教育推進研究所（東京都）の

高畠勇二さんを講師にお招きしました。 

 放射線に関するお話や実験を通して、大変わかりや

すく説明していただき、身近にある放射線やその影響

についての理解を深めることができました。 

当日、実習で来校していた太田看護

専門学校の学生さんも参加しました。 

赤外線は目では見えないけれど、

カメラを使えば見えますよ！ 

霧箱実験で放射線の飛跡を

観察しました！ 

放射線が活用されている例…… 

一度放射線を当てたプラスチックは、

性質が変わって丈夫になります！ 


